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宜長頬の系統 ･種分化 ･種 の特性
に関する研究
サルの粗枚靖合性抗原の研究
一系統発生的ならびにDR抗原の検討一
天野栄子(宋京医大)
前年度までの研究によりヒト組械遜合性抗原 (
HLA)とサル組枯適合性抗原 (MLA)との問
に一部共通抗原のあることを明らかにしたので,
本年度はMLAの分流をさらに解析し,MLAの
遺伝的背景及び両者の系統発生的な関係をlysos･
trip法を用いて検索した｡またサルのB細胞抗原,
特にDR抗原とヒトのそれとの関係についても検
討した｡
サル.)ンパ球81,サル同種免疫血WT138,只柾免
疫血約28.抗HLA-A,B血WJ90,抗HLA-
DR血約60を用い,cytotoxicitytestはNIH法
に従った｡lysostrip法はMayaRanらの方法に
よった｡サルリンパ球は,E-rosette形成細胞(
T細胞 )と懲光抗体法による免疫グロプ1)ン保有
細胞(B細胞 )に分類した｡
今回までに作製したサル同種免疫血桁を推計学
的に解析したところ,α系4種の抗原の存在が示
唆された｡これを確認すろ目的でさらに免疫を行
い,標準抗α1血清との相関係数r0.7及び0.5
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